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令和 5（2023）年度 卒業時アンケートの集計結果報告（八戸学院大学） 

 

2024 年 5 月 8 日 

IR 推進室 

 

・実施期間 2023 年 12 月 19 日〜2024 年３月 31 日 

・実施方法 Google Form による Web 回答 

・対象者数 2023 年度卒業予定者 227 人（地域経営学科 69 人 人間健康学科 92 人 看護学科

62 人、別科助産専攻 4 人） 

・回答数（回答率）  130 人（57.3%） 

地域経営学科 34 人（49.3%） 人間健康学科 57 人（62.0%） 看護学科 35 人（56.5%） 

別科助産専攻 4 人(100%) 

 

 

 

１．満足度調査について 

質問【３】【４】【５】は在学中の満足度に関する調査である。質問【３】は全体的な満足度であ

り、肯定的な回答（強く思う＋思う）の割合は、全体で 90.8％、学科別では、地域経営学科 88.2％、

人間健康学科 87.7％、看護学科 97.1％、別科助産専攻 100%であった。 

 

  

強化指定部 地域経営学科 人間健康学科 看護学科 別科助産専攻 計

入っていた 20 36 2 58

入っていない・辞めた 14 21 33 4 72

計 34 57 35 4 130
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質問【４】の学生生活の満足度に関する質問については、全体で 93.1％、学科別では、地域経営学科

91.2％、人間健康学科 91.2％、看護学科 97.1％、別科助産専攻 100%が肯定的な回答であった。 

 

 

質問【５】の卒業後の進路の満足度に関しては、全体で 90.0％、学科別では、地域経営学科 97.1％、

人間健康学科 80.7％、看護学科 97.1％、別科助産専攻 100%が肯定的な回答であった。 
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質問【９】の本学への進学を誰かに勧めたいかという質問については、全体で、75.4%が肯定的な回

答（「強く思う」14.6％、「思う」60.8％）であった。学科別では、肯定的な回答は、地域経営学科 82.4％、

人間健康学科 66.7％、看護学科 80.0％、別科助産専攻 100%であった。【３】の満足度と肯定的な回答

比率を比較すると、全体で、15.4、地域経営学科 5.8、人間健康学科は 21.0、看護学科 17.1 ポイント低

下している。 

否定的な回答（思わない・全く思わない）を選択した場合、その理由を自由記述形式にて回答してお

り、記述内容は「立地環境」「授業内容」「部活「教職員の態度」「学費」等、多岐にわたる。（詳細は別

紙） 
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２．学修成果の点検・評価について 

質問【６】は、ＤＰを踏まえた学修成果の点検・評価に関する質問である。学科別にみると、地域経

営学科では、[コミュニケーション能力]について、20.6％が否定的な回答となっている。その他の項目

については、肯定的な回答が 80%以上であった。人間健康学科では、[地域社会の発展に貢献する力]に

ついて、22.8％が否定的な回答であり、その他の項目については、肯定的な回答が 80%以上であった。

看護学科では、 [コミュニケーション能力]以外のすべての項目で 100％の学生が役に立ったと回答して

いる。 
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３．学生生活の支援について 

質問【７】は、学修支援、学生サービス、学修環境の整備についての質問である。全体では、[学修を

支援する体制が充実している]について、否定的な回答が 25.4%であり、３学科、１別科すべてで否定的

な回答が 20%以上であった。 
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４．キャリア教育・就職支援について 

質問【８】は、教育課程内外でのキャリア教育・就職支援についての質問である。全体では、[インタ

ーンシップ]経験者の否定的回答の割合が 20%であり、人間健康学科では、35%が否定的な回答であっ

た。人間健康学科では、[キャリアに関する科目]以外についても 25〜35%が否定的な回答であった。 
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以上 


